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はじめに「身体存在にとっての生態環境」 
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環境内にあるものは、身体とともにある。新型コロナウイルスが蔓延した環境に存在するものも、

身体とともにある存在である。環境内で情報が関与しているものも、身体とともにある存在である。 

こうして身体を前景に出した生態環境が、議論の中心的な位置を占めるようになった。身体存在は、

風邪程度の疾患では、ほとんど存在のモードに変化はない。ところが人間の場合、重症化したり、死

んだりすれば、存在ということそのものが意味を変えてしまう。新型コロナウイルスに感染し、軽度

の症状であれば、たとえば隔離場所のホテルで 2週間程度の時間をおけばよい。ところが重症化すれ

ば、場合によっては数カ月病床を占めてしまう。そうなれば医療体制そのものにストレスがかかる。

周囲の医療環境とスタッフに、多大な緊張をあたえ、多大な労力を強いる。 

こうした点からも、身体を軸に据えた環境論が必要だと思われた。そして身体に関連付けるために、

「情報生態学」「舞踏生態学」のような生態環境という仕組みで考察することが必要だと思えた。こ

うした方向で、今回の企画は進められている。 

身体は、情報と異なり多くの場合、他者による置き換えが効かない。代替可能性がないのである。

たとえば臓器は、免疫適合性を判定して、他者の臓器で一部置き換えが行く。そのとき免疫適合性の

基となる身体そのものを置き代えることまでは難しい。脳全体の置き代えも難しい。こうしてみると

身体というのは普段は目立たず、透明になっているが、まるで底のない湖のように現実に浸透してい

る。身体は、どのようにしても情報に解消できない不透明な分厚さをもつ。そしてもっとも基本的な

感覚は、触覚である。記号化にも数量化にも解消されない質料性をもつ。情報とは通常、視点の先で

制御された多様性のことである。だが身体は、この視点そのものに不可分に関与し、欠くことができ

ないように浸透している。今回は、このレベルから環境論を構想してみたいと考えている。 

 

 

※本研究年報は東洋大学重点研究推進プログラム「22世紀の世界哲学構築にむけて」からの助成を受

けて刊行している。 

 

 

 

 




